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１．はじめに 

 飽和したスラリー状の粘性土を高温状態で圧密すると、室温状態で

圧密したものと異なり、図-1に示すような乱さない試料とよく似た力

学特性を示すことが知られている1～3)。図-1中のUD,HT,RTは、それぞ

れ乱さない試料と高温試料と室温試料を示している。高温試料と室温

試料については、練り返した試料を高温状態または室温状態で圧密し

て作製した再構成試料を示している。 

これらの研究は、模型試験における乱さない試料の代替試料として

の検討や、乱さない試料と練り返した試料の土構造の違いを説明する

ために検討、高温環境に放射性廃棄物の地中埋設処理の際に周辺地盤

が受ける高熱の影響についての検討が主な目的である。つまり、既

往の研究では練り返した試料を高温下で圧密したものや高温履歴を

与えたものについての検討はなされているが、乱さない試料につい

て検討したものは少ない。また、高温状態を与えることで生じる地盤工学的性質の変化のメカニズムについ

ても不明な点が多い。そこで本研究では、佐賀平野に広く堆積する非海成の沖積粘土（蓮池粘土）を対象と

して、高温履歴を与えた乱さない試料の圧密特性と、高温状況下での圧密特性について検討を行った。 
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図-2 有明粘土の一軸圧縮試験結果

 

 

２．試料および試験方法 

 本研究で用いた試料は、佐賀市兵庫町でブロックサ

ンプリングした乱さないものである。この試料につい

て、温度履歴を与えずに保存したものと 80℃で 2週間

保存したものの 2種類を準備した。温度履歴を与えな

いものについては、室温状態での圧密試験と圧密容器

を 80℃の高温状況に保った状態での圧密試験を実施

した。80℃で２週間保存した試料については、室温状

態での圧密試験を実施した。 

 表-1は用いた粘土試料の物理化学的性質を示したも

のである。高温履歴を与えた場合と与えない場合で塑

性指数に差が見られるが、これは高温履歴の有無で塑

性指数が変化しているためである。液性指数についても、

ほぼ変化せずに塑性限界が低下し、塑性指数が大きくなっ

性指数が１よりもやや大きく、土構造が発達しているこ

 

３．高温環境が圧密試験結果に及ぼす影響 

 図-1 に圧密試験から得られた圧縮曲線を示す。乱さない

下で圧密した乱さない試料のものよりもやや大きいことが

で圧密した試料の圧縮曲線はほぼ等しくなった。圧密降伏

態下で圧密した試料についてはほぼ等しく、乱さない試

は、どの試料もおおよそ 0.94 となった。これらの結果から
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表-1 粘土試料の物理化学特性 
  高温履歴無し 高温履歴あり

自然含水比   （％） 118.4 114.0 

土粒子の密度(g/ｃｍ３) 2.52 2.53 

液性限界   （％） 112.8 115.5 

塑性限界      （％） 73.5 63.9 

IP         39.3 51.6 

IL 1.14 0.97 

砂分 2.5 

シルト分 13.7 
粒度組成
（％） 

粘土分 83.8 

強熱減量試験 （％） 9.78 

ＯＲＰ  -160  -90 

ｐＨ 8.1  7.6 
高温履歴の有

たためである

とが推測でき

試料の間隙比

わかる。また

応力について

料がやや大き

、高温履歴を与
1,3)
る

UD：乱さない試料  
HT：練り返し高温圧密試料
RT：練り返し室温圧密試料
無で違いが見られるが、液性限界は

。高温履歴無しの試料については液

。  

は高温履歴を与えた試料と高温状態

高温履歴を与えた試料と高温状態下

は、高温履歴を与えた試料と高温状

い結果となった。また、圧縮指数 Cc

えた場合や高温状況下での圧密は、



乱さない試料で得られ

る圧縮曲線が下方に平

行移動するような傾向

を示すことがわかる。 

図-3 は、圧密試験結

果から得られた間隙比

と透水係数の関係を示

したものである。図-3

中に示した①・②・③

の直線は、それぞれの

試料の圧密降伏応力点

における間隙比を表し

ている。間隙比が大きい過圧密域

キがあるが、正規圧密域になると

て、透水係数も減少する傾向があ
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 図-4 は、各試料の圧密荷重と荷

要した時間の関係を示したもので

つの試料の圧密降伏応力付近の圧

る。正規圧密域では、乱さない試

えた試料や高温状態で圧密した試

要する時間が長い結果となった。こ

と間隙比の関係とよく対応してい

水の粘性係数が低下するため透水

圧密が早期に終了すると推測した

 

４．まとめ

 乱さない蓮池粘土試料を対象と

討した。得られた結果は次のよう

・乱さない試料に高温履歴を与え

なる圧縮曲線が得られる。 

・高温履歴を有する試料と、高温

時間には、差がある。 

・水の粘性を考慮すると、高温に

今後は、微視的土構造の観点か
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図-2 各試料の圧縮曲線 

図-4 一次

では透水係数にバラツ

、間隙比の減少に伴っ

ることがわかる。 

重載荷時の一次圧密に

ある。図中の破線は、3

力100kN/m2を示してい

料よりも高温履歴を与

料が、一次圧密終了に

れは、図-3 の間隙比

る。水温が高い場合は、

性が大きくなって一次

が、得られた結果は逆となった。 
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図-3 間隙比と透水係数の関係
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状況下で得られる圧縮曲線と異

するが、一次圧密終了に要する
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